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(57)【要約】
　植物繁殖材料、植物、後に成長する植物の部分及び／又は植物の器官の病原体による損
傷及び／又は害虫による損傷を抑制又は防止する方法であって、（I）プロクロラズ、（I
I）メトコナゾール、及び随時（III）メタラキシル（metalaxyl）又はメフェノキサム（m
efenoxam）を含む組合せを、植物、植物の部分、植物の器官、植物繁殖材料、又は周りの
領域に施用することを特徴とする方法。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　植物繁殖材料、植物、後に成長する植物の部分及び／又は植物の器官における病原体に
よる損傷及び／又は害虫による損傷を抑制又は防止する方法であって、植物、植物の部分
、植物の器官、植物繁殖材料、又はその周りの領域に、（I）プロクロラズ、（II）メト
コナゾール、及び場合により（III）メタラキシルもしくはメフェノキサムを含む組合せ
を施用することを含んでなる、前記方法。
【請求項２】
　植物繁殖材料、植物、後に成長する植物の部分及び／又は植物の器官を、病原体による
損傷及び／又は害虫による損傷に対して保護する方法であって、植物、植物の部分、植物
の器官、植物繁殖材料、又はその周りの領域に、請求項１で規定した組合せを、所望の順
序で又は同時に施用することによる、前記方法。
【請求項３】
　植物、植物の部分、植物の器官、植物繁殖材料に、請求項１で規定した組合せを、所望
の順序で又は同時に施用することを含んでなる、植物の生育特性を改善する方法。
【請求項４】
　前記組合せ中の任意の２つの活性成分の質量比が１００：１～１：１００である、請求
項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記組合せが（Ｉ）、（II）、及び（III）を含んでなる、請求項１～４のいずれか１
項に記載の方法。
【請求項６】
　前記組合せが、１又は複数の追加の殺真菌剤をさらに含んでなる、請求項１～５のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記組合せが、１又は複数の追加の殺虫剤と殺線虫剤とをさらに含んでなる、請求項１
～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の組合せが、同時に施用される、請求項１～７のい
ずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の組合せが、植物繁殖材料に施用される、請求項１
～８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の組合せで処理された植物繁殖材料。
【請求項１１】
　（I）プロクロラズ、（II）メトコナゾール、及び場合により（III）メタラキシル又は
メフェノキサムを含む組合せを含んでなる組合せ。
【請求項１２】
　前記組合せが、（IV）１又は複数の通常の製剤補助物質をさらに含んでなる、請求項１
１に記載の組合せ。
【請求項１３】
　前記組合せが（Ｉ）、（II）、（III）、及び（IV）を含んでなる、請求項１１又は請
求項１２のいずれか１項に記載の組合せ。
【請求項１４】
　前記組合せが、１又は複数の殺真菌剤、１又は複数の殺虫剤、及び／又は１又は複数の
殺線虫剤をさらに含んでなる、請求項１１～１３のいずれか１項に記載の組合せ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、病原体による損傷及び／又は害虫による損傷の抑制又は防止における、殺虫
活性成分の規定された組合せとこれらの組成物の使用、ならびにかかる組合せの使用方法
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　病原体及び害虫を抑制するための活性成分の組合せのいくつかは、文献に記載されてい
る。これらの公知の組合せの生物学的性質は、例えば病原体抑制、植物毒性、及び環境や
労働者への曝露の分野で、必ずしも満足できるものではない。特に病原体が、既知の組合
せに対して耐性になっているかそうなる危険がある場合、改善された抑制又は防止法が求
められる。
【０００３】
　活性成分による植物繁殖材料（特に種子）の保護は、単独で又は葉へのもしくは畦間へ
の活性成分適用とともに使用した時の、環境や労働者への曝露を低下させる必要性に部分
的に対応する標的適用である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　栽培植物の種々の作物への適用のために、異なる化学物群の種々の化合物が植物の殺害
虫剤として広く知られている。しかし植物病原性の植物真菌に対する作物の耐性と活性は
、多くの事例や態様において農業慣行のニーズを必ずしも満たしていない。
【０００５】
　特に穀類作物の病原体及び／又は害虫を抑制するために、改善された生物学的性質（例
えば、相乗作用）を提供する殺害虫剤の組合せを提供する継続的な必要性がある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　従って本発明は、（I）プロクロラズ、（II）メトコナゾール、及び随時（III）メタラ
キシル（metalaxyl）又はメフェノキサム（mefenoxam）を含む組合せを提供する。
【０００７】
　第２の態様において本発明は、植物、植物の部分、植物の器官、植物繁殖材料、又はそ
の周りの領域に、第１の態様で規定した組合せを、所望の順序で又は同時に、特に穀類作
物に、施用することを含んでなる、植物繁殖材料、植物、後に成長する植物の部分及び／
又は植物の器官の、病原体による損傷及び／又は害虫による損傷を抑制又は防止する方法
を提供する。
【０００８】
　第３の態様において本発明は、植物、植物の部分、植物の器官、植物繁殖材料、又はそ
の周りの領域に、第１の態様で規定した組合せを、所望の順序で又は同時に、特に穀類作
物に、施用することにより、植物繁殖材料、植物、後に成長する植物の部分及び／又は植
物の器官を、病原体による損傷及び／又は害虫による損傷に対して保護する方法を提供す
る。
【０００９】
　本発明はまた、第１の態様で規定した組合せで処理される植物繁殖材料に関する。
【００１０】
　さらにある実施態様において本発明は、（ｉ）種子のような植物繁殖材料を、第１の態
様で規定した殺害虫組合せを用いて処理し、（ii）処理した増殖物質を植えるか又は蒔く
ことを含んでなる方法であって、この組合せは、処理した植物繁殖材料、処理した増殖物
質から成長した植物の部分、植物の器官、及び／又は処理した増殖物質から成長した植物
を、病原体による損傷及び／又は害虫による損傷に対して保護することを特徴とする、方
法に関する。
【００１１】
　またある実施態様において本発明は、（ｉ）種子のような植物繁殖材料を、第１の態様
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で規定した組合せを用いて処理し、（ii）処理した増殖物質を植えるか又は蒔き、そして
（iii）病原体による損傷及び／又は害虫による損傷からの、処理した植物繁殖材料、植
物の部分、植物の器官、及び処理した増殖物質から成長した植物の保護を達成する方法に
関する。
【００１２】
　本発明のいずれかの態様の実施態様において、各組合せは、好ましくは（Ｉ）及び（II
）と随時（IV）１又は複数の通常の製剤補助物質を含む組成物であり、及び（Ｉ）、（II
）、及び（III）と随時（IV）１又は複数の通常の製剤補助物質を含む組成物である。
【００１３】
　好適な実施態様において組合せは、（IV）１又は複数の通常の製剤補助物質をさらに含
む組成物の形である。好適な実施態様において組成物は、プレ混合製剤化組成物の形であ
る。
【発明の効果】
【００１４】
　各組合せは、化合物単独の活性と比較して相乗作用を示すことができる。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明の文脈において抑制、防止、又は保護、及びこれらの用語の変化形は、植物、植
物の部分、又は植物繁殖材料に対する
　－　病原体（例えば、植物病原体、特に真菌）の侵入又は攻撃、及び
　－　病原体による損傷又は害虫による損傷、
　のような好ましくない作用を、改善が証明されるレベルまで低下させることを意味する
。
【００１６】
　本発明の各組合せは、（ｉ）病原体（例えば、植物病原体、特に真菌）の攻撃又は侵入
（これは植物の疾患又は損傷を引き起こす）、及び／又は（ii）害虫による攻撃又は損傷
（特に、組合せ中に存在する殺虫剤及び／又は殺線虫剤の場合）に対して、植物を保護す
るのに非常に有利な性質を有し、特に植物の場合に本発明は、種子、植物の部分、植物の
器官、及び／又は処理した種子から成長した植物に対する、病原体による損傷及び／又は
害虫による損傷を抑制又は防止することができる。
【００１７】
　これらの性質は例えば、病原体による小さな損傷及び／又は害虫による小さな損傷、低
い適用率、又は長い作用時間を与える化合物の組合せ［例えば、（Ｉ）、（II）、及び（
III）］の相乗的増強作用である。農業の例では増強作用は、例えば病原体侵入及び／又
は害虫による損傷の予測される抑制よりも大きな植物の生育特性の改善を示すことがわか
っている。
【００１８】
　植物の生育特性の改善は、多くの様々な形で現れるが、これは最終的にはより優れた植
物生成物を与える。例えばこれは、植物の収率及び／もしくは活力又は植物から収穫され
た産物の品質の改善に現れ、この改善は、疾患及び／又は疾患の抑制に関連しない場合が
ある。
【００１９】
　本明細書において植物の「収率を改善する」という用語は、同じ条件下で、しかし本方
法の適用無しで産生される植物の同じ産物の収率に対して、測定可能な量で植物の産物の
収率が上昇することに関する。収率は、少なくとも約０．５％上昇することが好ましく、
さらに好ましくは上昇は少なくとも約１％であり、さらに好ましくは約２％、さらに好ま
しくは約４％又はそれ以上の上昇である。収率は、ある基準に従って植物の生成物の重量
又は容量で表すことができる。この基準は、時間、成長面積、産生される植物の重量、使
用される原料の量などで表される。
【００２０】
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　本明細書において植物の「活力の改善」という用語は、同じ条件下で、しかし本方法の
適用無しで産生される植物の同じ因子に対して、測定可能な明らかな量で、活力評価の改
善、木立（単位面積当たりの植物の数）、又は植物の高さ、又は植物の林冠、又は視覚的
外観（例えば、葉の緑色の濃さ）、又は根の評価、又は発芽、又はタンパク質含量、又は
分蘖の増加、又は葉身の拡大、又は死んだ根出葉の減少、又はより強い分蘖、又は必要な
肥料の減少、又は必要な種子の減少、又はより生産的な分蘖、又は早期開花、又は早期の
穀粒成熟、又は植物挫折（倒伏）の減少、又は新芽成長の増大、又は早期発芽、又はこれ
らの任意の組合せ、又は当業者には公知の他の利点を、増加又は改善することに関する。
【００２１】
　本発明の方法が植物の「収率及び／又は活力を改善」することができると言う時、本発
明の方法は、上記したように収率の上昇、又は上記したように植物の活力の上昇、又は植
物の収率と活力の両方の上昇を与える。
【００２２】
　従って本発明はまた、植物、植物の部分、及び／又は植物繁殖材料に、第１の態様で規
定した組合せを、所望の順序で又は同時に施用することを含んでなる、植物の成長特性を
改善する方法を提供する。
【００２３】
　ある実施態様において組合せは、好ましくは
　・プロクロラズとメトコナゾール
　・プロクロラズ、メトコナゾール、及びメタラキシル
　・プロクロラズ、メトコナゾール、及びメフェノキサム
　である。
【００２４】
　本発明の各組合せは、農業部門及び関連使用分野で、植物の疾患の侵入及び／又は害虫
による損傷を抑制又は防止するために使用することができる。
【００２５】
　本発明の各組合せは、特に植物の、植物病原性真菌（種子由来真菌を含み、以下の綱に
属する）に対して有効である：子嚢菌綱（Ascomycetes）［例えば、ペニシリウム（Penic
illium）、ガエウマノミセス・グラミニス（Gaeumannomyces graminis）］；担子菌綱（B
asidiomycetes）［例えば、ヘミレイア（Hemileia）属の種、リゾクトニア（Rhizoctonia
）属の種、プッキニア（Puccinia）属の種］、不完全菌綱（Fungi imperfecti）［例えば
、ボトリティス（Botrytis）、ヘルミントスポリウム（Helminthosporium）、リンコスポ
リウム（Rhynchosporium）、フザリウム（Fusarium）、セプトリア（Septoria）、セルコ
スポラ（Cercospora）、アルテルナリア（Alternaria）、ピリキュラリア（Pyricularia
）、及びシュードセルコスポレラ・ヘルポトリコイデス（Pseudocercosporella herpotri
choides）］；卵菌綱（Oomycetes）［例えば、フィトフトラ（Phytophthora）、フィチウ
ム（Phythium）、プラスモパラ（Plasmopara）］；接合菌綱（Zygomycetes）［例えば、
リゾプス（Rhizopus）属の種］。組合せは、特にアルテルナリア（Alternaria）属の種、
アスペルギルス（Aspergillus）属の種、アスコキタ（Ascochyta）属の種、ボトリチス・
シネレア（Botrytis cinerea）、セルコスポラ（Cercospora）属の種、クラビセプス・プ
ルプレア（Claviceps purpurea）、コクリオボルス（Cochliobolus）属の種［例えば、コ
クリオボルス・サチブス（Cochliobolus sativus）］、コレトトリクム（Colletotrichum
）属の種、ディプロディア・メイディス（Diplodia maydis）、エピコッカム（Epicoccum
）属の種、エリシフェ・グラミニス（Erysiphe graminis）、フザリウム（Fusarium）属
の種［例えば、フサリウム・クルモルム（Fusarium culmorum）、フサリウム・サブグル
チナンス（Fusarium subglutinans）、フサリウム・オキシスポルム（Fusarium oxysporu
m）、フサリウム・ソラニ（Fusarium solani）、フサリウム・グラミネアルム（Fusarium
 graminearum）、フサリウム・プロリフェラツム（Fusarium proliferatum）、フサリウ
ム・モニリホルメ（Fusarium moniliforme）、及びフザリウム・シュードグラミネアルム
（Fusarium pseudograminearum）］、ゴイマノミセス・グラミニス（Gaumannomyces gram
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inis）、ギベレラ・フジクロイ（Geberella fujikuroi）、ギベレラ・ゼアエ（Geberella
 zeae）、ヘルミントスポリウム・グラミネアルム（Helminthosporium graminearum）、
ミクロドキウム・ニバレ（Microdochium nivale）、モノグラフェラ・ニバリス（Monogra
phella nivalis）、ペニシリウム（Penicillium）属の種、プッキニア（Puccinia）属の
種、ピレノフォラ（Pyrenophora）属の種［例えば、ピレノフォラ、グラミネア（Pyrenop
hora graminea）］、ペロノスクレロスポラ（Peronosclerospora）属の種、ペロンスポラ
（Peronspora）属の種、ファコスポラ・パキリツィ（Phakopsora pachyrhizi）、フィチ
ウム（Phythium）属の種、フォーマ（Phoma）属の種、ホモプシス（Phomopsis）属の種、
リゾクトニア・ソラニ（Rhizoctonia solani）、リゾクトニア、セレアリス（Rhizoctoni
a cerealis）、セプトリア（Septoria）属の種、シュードセルコスポレラ（Pseudocercos
porella）属の種、スクレロチニア（Sclerotinia）属の種、スファセロテカ・レイリアナ
（Sphacelotheca reilliana）、チレチア（Tilletia）属の種、リゾプス（Rhizopus）属
の種、チフラ（Typhula）属の種、黒穂菌（Ustilago）属の種、ウロシスティス・オカル
タ（Urocystis occulta）、スファセロテカ（Sphacelotheca）属の種［例えば、スファセ
ロテカ・レイリアニ（Spacelotheca reilliani）］、チエラビオプシス、バシコラ（Thie
laviopsis basicola）、チフラ・インカルナータ（Typhula incarnata）、タナテホルス
・ククメリス（Thanatephorus cucumeris）、及びヴェルチシルム（Verticillium）属の
種。
【００２６】
　ある実施態様において組合せは、フザリウム（Fusarium）属の種［例えば、フサリウム
・クルモルム（Fusarium culmorum）、フサリウム・サブグルチナンス（Fusarium subglu
tinans）、フサリウム・オキシスポルム（Fusarium oxysporum）、フサリウム・ソラニ（
Fusarium solani）、フサリウム・グラミネアルム（Fusarium graminearum）、フサリウ
ム・プロリフェラツム（Fusarium proliferatum）、フサリウム・モニリホルメ（Fusariu
m moniliforme）、及びフザリウム・シュードグラミネアルム（Fusarium pseudograminea
rum）］、黒穂菌（Ustilago）属の種、及び／又はピレノフォラ（Pyrenophora）属の種［
例えば、ピレノフォラ、グラミネア（Pyrenophora graminea）］の植物病原性真菌により
引き起こされる損傷を抑制している。
【００２７】
　ある実施態様において、害虫をさらに良く抑制できるように、本発明の組合せとともに
追加の活性成分を使用することができる。かかる追加の活性成分は、他の殺真菌剤、殺虫
剤、殺ダニ剤、殺害虫剤でもよい。適切な他の殺真菌剤の例は、以下の組合せ
　・プロクロラズ、及びメトコナゾール
　・プロクロラズ、メトコナゾール、及びメタラキシル
　・プロクロラズ、メトコナゾール、及びメフェノキサム
　のそれぞれとともに使用されるストロビルリン類（トリフロキシストロビン、フルオキ
サストロビン、アゾキシストロビン、及びピラクロストロビン）である。
【００２８】
　本発明の各組合せ（直前を参照）が、殺真菌剤以外の殺害虫剤（例えば、チアメトキサ
ム、アバメクチン、クロチアニジン、イミダクロプリド、テフルトリン、ラムダ－シハロ
トリン）も含む場合、組合せの殺害虫剤スペクトルは、害虫の抑制（例えば、線虫綱、昆
虫綱、蛛形綱から選択される害虫の抑制）を含むように拡張される。この場合組合せはま
た、害虫による損傷を抑制又は防止するために、かつ害虫による損傷から所望の物質（例
えば、植物及び植物の部分）を保護するために、害虫に施用することができる。
【００２９】
　害虫の例には以下がある：
　鱗翅目（Lepidoptera）から、例えば、アクレリス（Acleris）属の種、コカクモンハマ
キ（Adoxophyes）属の種、スカシバ（Aegeria）属の種、アグロティス（Agrotis）属の種
、アラバマ・アルギラッシー（Alabama argillaceae）、アミロイス（Amylois）属の種、
アンチカルシア・ゲマタリス（Anticarsia gemmatalis）、アルチプス（Archips）属の種
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、アルギロタエニア（Argyrotaenia）属の種、オートグラファ（Autographa）属の種、ブ
ッセオラ・フスカ（Busseola fusca）、カドラ・カウテラ（Cadra cautella）、カルポシ
ナ・ニッポネンシス（Carposina nipponensis）、ニカメイガ（Chilo）属の種、コリスト
ネウラ（Choristoneura）属の種、クリシア・アンビグエラ（Clysia ambiguella）、クナ
ファロクロシス（Cnaphalocrocis）属の種、クネファシア（Cnephasia）属の種、コキリ
ス（Cochylis）属の種、コレオフォラ（Coleophora）属の種、クロシドロミア・ビノタリ
ス（Crocidolomia binotalis）、クリプトフレビア・ロイコトレタ（Cryptophlebia leuc
otreta）、シディア（Cydia）属の種、ディアトラエア（Diatraea）属の種、ディパロプ
シス・カスタネア（Diparopsis castanea）、エアリアス（Earias）属の種、コナマダラ
メイガ（Ephestia）属の種、ユーコスマ（Eucosma）属の種、ユーポエシリア・アンビグ
エラ（Eupoecilia ambiguella）、ドクガ（Euproctis）属の種、ユークソア（Euxoa）属
の種、グラフォリタ（Grapholita）属の種、ヘヂア・ヌビフェラナ（Hedya nubiferana）
、ヘリオティス（Heliothis）属の種、ヘルラ・ウンダリス（Hellula undalis）、アメリ
カシロヒトリ（Hyphantria cunea）、ケイフェリラ・リコペルシセラ（Keiferia lycoper
sicella）、ロイコプテラ・シテラ（Leucoptera scitella）、リトコレティス（Lithocol
lethis）属の種、ロベシア・ボトラナ（Lobesia botrana）、マイマイガ（Lymantria）属
の種、リオネティア（Lyonetia）属の種、マラコソマ（Malacosoma）属の種、マメストラ
・ブラシカエ（Mamestra brassicae）、マンヅカ・セクスタ（Manduca sexta）、オペロ
フテラ（Operophtera）属の種、オストリニア・ヌビラリス（Ostrinia nubilalis）、パ
メネ（Pammene）属の種、パンデミス（Pandemis）属の種、パノリス・フラメア（Panolis
 flammea）、ペクティノフォラ・ゴシピエラ（Pectinophora gossypiela）、フトリマエ
ア・オペルクレラ（Phthorimaea operculella）、モンシロチョウ（Pieris rapae）、ア
セビ（Pieris）属の種、プルテラ・キシロステラ（Plutella xylostella）、プレイス（P
rays）属の種、スシルポファーガ（Scirpophaga）属の種、セサミア（Sesamia）属の種、
スパルガノティス（Sparganothis）属の種、スポドプテラ（Spodoptera）属の種、シナン
セドン（Synanthedon）属の種、タウメトポエア（Thaumetopoea）属の種、ハマキガ（Tor
trix）属の種、トリコプルジア・ニー（Trichoplusia ni）、およびイポノメウタ（Ypono
meuta）属の種；
【００３０】
　甲虫目（Coleoptera）から、例えば、アグリオテス（Agriotes）属の種、イチゴハナゾ
ウムシ（Anthonomus）属の種、アトマリア・リネアリス（Atomaria linearis）、セウト
リンクス（Ceutorhynchus）属の種、カエトクネマ・チビアリス（Chaetocnema tibialis
）、コスモポリテス（Cosmopolites）属の種、シギゾウムシ（Curculio）属の種、デルメ
ステス（Dermestes）属の種、ダイアブロティカ（Diabrotica）属の種、エピラクナ（Epi
lachna）属の種、エレムヌス（Eremnus）属の種、ゴノセファルム（Gonocephalum）属の
種、ヘテロリンクス（Heteronychus）属の種、レプチノタルサ・デセムリネアータ（Lept
inotarsa decemlineata）、リソルホプトラス（Lissorhoptrus）属の種、メロロンタ（Me
lolontha）属の種、オリカエフィルス（Orycaephilus）属の種、オティオリンクス（Otio
rhynchus）属の種、フリクティヌス（Phlyctinus）属の種、ポピリア（Popillia）属の種
、プロトストロフス（Protostrophus）属の種、シリオデス（Psylliodes）属の種、リゾ
ペルタ（Rhizopertha）属の種、スカラベイダエ（Scarabeidae）、シトフィルス（Sitoph
ilus）属の種、シトトロガ（Sitotroga）属の種、テネブリオ（Tenebrio）属の種、トリ
ボリウム（Tribolium）属の種、およびトロゴデルマ（Trogoderma）属の種；
【００３１】
　直翅目（Orthoptera）から、例えば、ゴキブリ（Blatta）属の種、チャバネゴキブリ（
Blattella）属の種、ケラ（Gryllotalpa）属の種、ロイコフェア・マデラエ（Leucophaea
 maderae）、ロコスタ（Locusta）属の種、ワモンゴキブリ（Periplaneta）属の種、およ
びスキストセルカ（Schistocera）属の種；
【００３２】
　シロアリ目（Isoptera）から、例えば、ヤマトシロアリ（Reticulitermes）属の種；
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【００３３】
　チャタテムシ目（Psocoptera）から、例えば、コナチャタテ属（Liposcelis）属の種；
【００３４】
　シラミ目（Anoplura）から、例えば、ブタジラミ（Haematopinus）属の種、ケモノホソ
ジラミ（Linognathus）属の種、シラミ（Pediculus）属の種、ペンフィガス（Pemphigus
）属の種、およびネアブラムシ（Phylloxera）属の種、
【００３５】
　ハジラミ目（Mallophaga）から、例えば、ダマリネア（Damalinea）属の種、およびケ
モノハジラミ属（Trichodectes）属の種；
【００３６】
　総翅目（Thysanoptera）から、例えば、フランクリニエラ（Frankliniella）属の種、
ヘルシノスリプス（Hercinothrips）属の種、タエニオスリプス（Taeniothrips）属の種
、スリプス・パルミ（Thrips palmi）、スリプス・タバシ（Thrips tabaci）、及びシル
トスリプス・アウランティイ（Scirtothrips aurantii）；
【００３７】
　異翅目（Heteroptera）から、例えば、ディケロプス、メラカンツス（Dichelops melac
anthus）、ディスタンティエラ・テオブロマ（Distantiella theobroma）、ディスデルク
ス（Dysdercus）属の種、ユーキスツス（Euchistus）属の種、ユーリガスター（Eurygast
er）属の種、レプトコリサ（Leptocorisa）属の種、ネザラ（Nezara）属の種、ピエスマ
（Piesma）属の種、ロドニウス（Rhodnius）属の種、サールベルゲラ・シングラリス（Sa
hlbergella singularis）、スコティノファラ（Scotinophara）属の種、及びサシガメ（T
riatoma）属の種；
【００３８】
　同翅目（Homoptera）から、例えば、アレウロスリクス・フロッコスス（Aleurothrixus
 floccosus）、アレイロデス・ブラシカエ（Aleyrodes brassicae）、アオニディエラ（A
onidiella）属の種、アリマキ（Aphididae）属の種、ワタアブラムシ（Aphis）属の種、
アスピディオツス（Aspidiotus）属の種、ベミシア・タバシ（Bemisia tabaci）、セロプ
ラスター（Ceroplaster）属の種、クリソムファルス・アオニジウム（Chrysomphalus aon
idium）、クリソムファルス・ディクチオスペルミ（Chrysomphalus dictyospermi）、コ
ッカス・ヘスペリヅム（Coccus hesperidum）、エンポアスカ（Empoasca）属の種、エリ
オソマ・ラリゲルム（Eriosoma larigerum）、エリスロネウラ（Erythroneura）属の種、
ガスカルディア（Gascardia）属の種、ラオデルファックス（Laodelphax）属の種、レカ
ニウム・コルニ（Lecanium corni）、レピドサフェス（Lepidosaphes）属の種、マクロシ
フス（Macrosiphus）属の種、ミズス（Myzus）属の種、ツマグロヨコバイ（Nephotettix
）属の種、ニラパルバータ（Nilaparvata）属の種、パルラトリア（Parlatoria）属の種
、ペンフィガス（Pemphigus）属の種、プラノコッカス（Planococcus）属の種、シュード
アウラカスピス（Pseudaulacaspis）属の種、シュードコッカス（Pseudococcus）属の種
、キジラミ（Psylla）属の種、プルビナリア・アエチオピカ（Pulvinaria aethiopica）
、クアドラスピディオツス（Quadraspidiotus）属の種、ロパロシフム（Rhopalosiphum）
属の種、サイセチア（Saissetia）属の種、スカホイデウス（Scaphoideus）属の種、シザ
フィス（Schizaphis）属の種、シトビオン（Sitobion）属の種、トリアレウロデス・バポ
ラリオルム（Trialeurodes vaporariorum）、トリオザ・エリトレアエ（Trioza erytreae
）、及びウナスピス・シトリ（Unaspis citri）；
【００３９】
　膜翅目（Hymenoptera）から、例えば、アクロミルメクス（Acromyrmex）、アタリア・
ロサエ（Athalia rosae）、アッタ（Atta）属の種、セフス（Cephus）属の種、ディプリ
オン（Diprion）属の種、マツハバチ（Diprionidae）科、ギルピニア・ポリトーマ（Gilp
inia polytoma）、ホプロカンパ（Hoplocampa）属の種、ラシウス（Lasius）属の種、モ
ノモリウム・ファラオニス（Monomorium pharaonis）、ネオディプリオン（Neodiprion）
属の種、ソレノプシス（Solenopsis）属の種、およびスズメバチ（Vespa）属の種；
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【００４０】
　双翅目（Diptera）から、例えば、アンセリゴナ・ソカータ（Antherigona soccata）、
ビビオ・ホルツラヌス（Bibio hortulanus）、セラティティス（Ceratitis）属の種、オ
ビキンバエ（Chrysomyia）属の種、イエカ（Culex）属の種、ウサギヒフバエ（Cuterebra
）属の種、ダクス（Dacus）属の種、デラ（Della）属の種、ドロソフィラ・メラノガスタ
ー（Drosophila melanogaster）、リリオミザ（Lyriomyza）属の種、メラナグロミザ（Me
lanagromyza）属の種、オルセオリア（Orseolia）属の種、オシネラ・フリット（Oscinel
la frit）、ペゴミア・ヒオシアミ（Pegomyia hyoscyami）、ホルビア（Phorbia）属の種
、ラゴレティス・ポモネラ（Rhagoletis pomonella）、キノコバエ（Sciara）属の種；
【００４１】
　ダニ目（Acarina）から、例えば、アカルス・シロ（Acarus siro）、アセリア・シェル
ドニ（Aceria sheldoni）、アキュルス・シュレクテンダリ（Aculus schlechtendali）、
アンブリオマ（Amblyomma）属の種、アルガス（Argas）属の種、ブレビパルプス（Brevip
alpus）属の種、ブリオビア・プラエチオサ（Bryobia praetiosa）、カリピトリメルス（
Calipitrimerus）属の種、コリオプテス（Choriptes）属の種、デルマニサス・ガリナエ
（Dermanyssus gallinae）、エオテトラニクス・カルピニ（Eotetranychus carpini）、
エリオフィエス（Eriophyes）属の種、ヒアロマ（Hyalomma）属の種、オリゴニクス・プ
ラテンシス（Olygonychus pratensis）、オルニトドロス（Ornithodoros）属の種、パノ
ニクス（Panonychus）属の種、フィロコプトルタ・オレイボラ（Phyllocoptruta oleivor
a）、ポリファゴタルソネムス・ラツス（Polyphagotarsonemus latus）、ソロプテス（Ps
oroptes）属の種、リピセファルス（Rhipicephalus）属の種、リゾグリフス（Rhizoglyph
us）属の種、サルコプテス（Sarcoptes）属の種、タルソネムス（Tarsonemus）属の種、
及びテトラニクス（Tetranychus）属の種；及び
【００４２】
　線虫綱（Nematoda）から、例えば、キタネコブセンチュウ（Meloidogyne）属の種［例
えば、メロイドギネ・インコギニタ（Meloidogyne incoginita）、及びメロイドギネ・ジ
ャヴァニカ（Meloidogyne javanica）］、シストセンチュウ（Heterodera）属の種［例え
ば、ヘテロデラ・グリシネス（Heterodera glycines）、ヘテロデラ・シャクチイ（Heter
odera schachtii）、ヘテロドラ・アヴェニ（Heterodora avenae）、及びヘテロドラ・ト
リフォリイ（Heterodora trifolii）］、グロボデラ（Globodera）属の種［例えば、グロ
ボデラ・ロストチエンシス（Globodera rostochiensis）］、ラドホルス（Radopholus）
属の種［例えば、ラドホルス・シミレス（Radopholus similes）］、ロチレンクルス（Ro
tylenchulus）属の種、ネグサレセンチュウ（Pratylenchus）属の種［例えば、プラチレ
ンクス・ネグレクタンス（Pratylenchus）、及びプラチレンクス・ペネトランス（Pratyl
enchus penetrans）］、ハガレセンチュウ（Aphelenchoides）属の種、ヘリコトレンクス
（Helicotylenchus）属の種、ホプロライムス（Hoplolaimus）属の種、パラトリコドルス
（Paratrichodorus）属の種、ロンギドルス（Longidorus）属の種、ナコブス（Nacobbus
）属の種、スバングイナ（Subanguina）属の種、ベロンライムス（Belonlaimus）属の種
、クリコネメラ（Criconemella）属の種、クリコネモイデス（Criconemoides）属の種、
クキセンチュウ（Ditylenchus）属の種、ドリコドルス（Dolichodorus）属の種、ヘミク
リコネモイデス（Hemicriconemoides）属の種、ヘミシクリオホラ（Hemicycliophora）属
の種、ヒルシュマニエラ（Hirschmaniella）属の種、ヒプソペリン（Hypsoperine）属の
種、マクロポストニア（Macroposthonia）属の種、メリニウス（Melinius）属の種、プン
クトデラ（Punctodera）属の種、キニスルシウム（Quinisulcius）属の種、スクテロネマ
（Scutellonema）属の種、キシフェネマ（Xiphinema）属の種、及びチレンコリンクス（T
ylenchorhynchus）属の種。
【００４３】
　本発明の各組合せは、特定の用途のために調製することができる。好ましくは各組合せ
は、栽培植物又はその増殖物質を保護するために調製される。すなわち本発明の各組合せ
は、従来法（例えば、葉への噴霧）で植物に施用することができる。有利には各組合せは



(10) JP 2011-513271 A 2011.4.28

10

20

30

40

50

、植物繁殖材料（例えば種子）の処理適用に、害虫及び／又は病原体（これらは、農地や
森林で存在し、特に早期成長段階の植物に損傷を与える）による損傷を抑制又は防止する
ために調製される。
【００４４】
　さらに本発明はまた、土壌に住む害虫及び／又は土壌由来病原体を抑制するための本発
明の組合せの土壌適用を企図する。土壌への適用は任意の適切な方法で行われ、この方法
は、本組合せが土壌へ浸透することを確実にする方法［例えば苗床トレイ適用、畦間適用
、土壌灌注、土壌注入、点滴灌漑、スプリンクラー又は中央ピボットで適用、土壌への取
り込み（全層適用又は作条適用）］である。
【００４５】
　本発明の利点はまた、（ｉ）植物繁殖材料を組合せで処理することにより、又は（ii）
抑制が望ましい場所（通常、植え込み地）へ施用することにより、又は（ｉ）と（ii）の
組合せにより、達成される。
【００４６】
　用語「植物繁殖材料」は、植物の生殖性部分、例えば種子（これは後者の増殖に使用す
ることができる）、および栄養植物物質、例えば挿し穂または塊茎（例えば、ジャガイモ
）を意味する。すなわち本明細書において、植物の部分は増殖物質を含む。例えば種子（
厳密な意味で）、根、果実、塊茎、球根、根茎、および植物の部分が挙げられる。発芽（
germination）または土壌から出芽又は発生後に移植される発芽した植物および若い植物
が挙げられる。これらの若い植物は、浸漬による全面的または部分的処理により、移植前
に保護される。
【００４７】
　後に成長する植物の部分及び植物の器官は、植物繁殖材料（例えば種子）から成長する
任意の植物の部分である。植物の部分、植物の器官、及び植物はまた、植物繁殖材料への
各組合せの適用により達成される病原体による損傷及び／又は害虫による損傷の保護の利
益を受ける。ある実施態様において、後に成長する植物の部分及び植物の器官もまた植物
繁殖材料と見なされ、これら自体が組合せとともに適用（又は処理）される；従って、処
理された植物の部分及び処理された植物の器官から生成する植物、植物の部分、及びさら
に植物の器官もまた、いくつかの植物の部分及びいくつかの植物の器官への各組合せの適
用により達成される、病原体による損傷及び／又は害虫による損傷の保護の利益を受ける
ことができる。
【００４８】
　殺害虫性活性成分及びその混合物を植物繁殖材料（特に種子）に適用又は処理する方法
は当該分野で公知であり、増殖物質の粉衣、コーティング、ペレット化、及び浸漬適用法
がある。好適な実施態様において本組合せは、発芽が誘導されないような方法により、植
物繁殖材料に適用又は処理される；一般に種子浸漬は、生じる種子の水分含量が高くなり
過ぎるため、発芽を誘導する。従って植物繁殖材料（例えば種子）を適用（処理）するた
めの適切な方法の例は、種子粉衣、種子コーティング、又は種子ペレット化などである。
【００４９】
　植物繁殖材料は種子であることが好ましい。本方法は、任意の生物学的状況で施用する
ことができるが、種子は、処理プロセス中に損傷を誘導しない充分に丈夫な状態であるこ
とが好ましい。典型的には種子は、田畑から収穫された種子；植物から取り出された種子
；そして、穂軸、茎、外殻、及び周りのパルプ又は他の非種子植物物質から分離された種
子であろう。種子はまた好ましくは、処理が種子に生物学的損傷を引き起こさない程度に
、生物学的に安定なものである。処理はまた、種子の収穫から種まきまでの間、又は種ま
き中の任意の時間に、種子に施用することができると考えられる（種子指令適用）。種子
はまた、処理の前又は後にプライムされる。
【００５０】
　増殖物質の処理中は、種子への活性成分の均一な分布とその付着が好ましい。処理は、
植物繁殖材料（例えば種子）上に活性成分を含む調製物の薄膜（粉衣）［ここで、元々の
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サイズ及び／又は形は中間状態（例えばコーティング）まで認識できる］から、元々のサ
イズ及び／又は形はもう認識できない厚い膜［例えば、異なる物質（例えば、キャリアー
、粘土；異なる調製物、例えば他の活性成分；ポリマー；及び着色剤）の多くの層を用い
てペレット化］まで変動してもよい。
【００５１】
　本発明の態様は、標的化された方法で植物繁殖材料への活性成分の適用［植物繁殖材料
全体又はその部分のみへの活性成分（片側のみ又は片側の一部を含む）の配置を含む］を
含む。当業者は、ＥＰ９５４２１３Ｂ１号及びＷＯ０６１１２７００号の記載からこれら
の適用方法を理解するであろう。
【００５２】
　植物繁殖材料への本明細書に記載の本組合せの適用はまた、１又は複数の殺害虫剤含有
粒子を殺害虫剤処理済み種子の隣に置くことにより、本発明の組合せで処理される植物繁
殖材料を保護することを含み、ここで、殺害虫剤の量は、殺害虫剤で処理した種子と殺害
虫剤含有粒子が一緒に有効量の殺害虫剤を含有し、殺害虫剤処理種子に含有される殺害虫
剤量は、殺害虫剤の最大非植物毒性量より小さいか又は等しいものである。このような方
法は、特にＷＯ２００５／１２０２２６号において当該分野で公知である。
【００５３】
　種子への活性成分の組合せの適用はまた、種子への制御放出コーティングを含み、ここ
で活性化合物は、経時的に活性化合物を放出する物質中に取り込まれる。制御放出種子処
理技術の例は、一般に当該分野で公知であり、高分子膜、ワックス、又は他の種子コーテ
ィングがあり、ここで活性化合物は、制御放出物質中に取り込まれるか、又は物質の層の
間に適用されるか、又はその両方である。
【００５４】
　ある実施態様において本発明は、以下を含む：
　（ａ）植物繁殖材料本を発明の組合せで処理し、
　（ｂ）該植物繁殖材料を発芽させるか又は成長させて植物体を生成し、
　（ｃ）該植物体から植物物質を収穫し、そして
　（ｄ）（ａ）処理した植物繁殖材料から成長させた植物体、及び／又は（ｂ）収穫した
植物物質の、真菌毒汚染の低下を達成する。
【００５５】
　従って本発明の組合せは、（ａ）処理した植物繁殖材料から成長させた植物体、及び／
又は（ｂ）収穫した植物物質の、真菌毒汚染の低下に寄与する。
【００５６】
　真菌毒汚染は好ましくは、植物繁殖材料への、真菌、例えば１又は複数のフザリウム（
Fusarium）属の種［例えば、フサリウム・グラミネアルム（Fusarium graminearum）、フ
サリウム・クルモルム（Fusarium culmorum）、フサリウム・サブグルチナンス（Fusariu
m subglutinans）、フサリウム・オキシスポルム（Fusarium oxysporum）、フサリウム・
ソラニ（Fusarium solani）、フサリウム・プロリフェラツム（Fusarium proliferatum）
、及びフサリウム・モニリホルメ（Fusarium moniliforme）の１つ又はそれ以上］の侵入
により引き起こされる。
【００５７】
　ある実施態様において真菌毒は、フモニシンとトリコテセンの１つ又はそれ以上であり
、好ましくは真菌毒はデオキシニバレノール及び／又はゼアラレノンである。
【００５８】
　植物及び／又は収穫された植物物質の真菌毒汚染を低下させる方法は、特に限定されな
いが、穀類（小麦、大麦、ライ麦、オート麦、トウモロコシ、イネ、モロコシ、及び関連
作物）、マメ科植物（インゲンマメ、レンズマメ、エンドウマメ、ダイズ、ピーナッツ、
及び関連作物）、油脂植物（ナタネ、カラシ、ヒマワリ、及び関連植物）、ウリ科植物（
マロー、キュウリ、メロン、及び関連植物）、野菜（ホウレンソウ、レタス、アスパラガ
ス、キャベツ、ニンジン、ナス、タマネギ、コショウ、トマト、ジャガイモ、パプリカ、
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及び関連植物）を含むいくつかの有用な作物に適している。本発明の方法を使用して処理
された植物から得られる収穫された植物物質は、未処理植物から収穫された植物物質より
真菌毒汚染が少ないであろう。ある実施態様において作物は、ヒトが消費するための産物
（例えば、小穀粒、トウモロコシ、オート麦、及びピーナッツ）を産生するものを含み、
好ましくは作物はトウモロコシと小麦から選択される。
【００５９】
　本発明の具体的な実施態様において、植物又は収穫された植物物質は、未処理植物から
収穫された植物物質より、少なくとも１０％少ない真菌毒、さらに好ましくは少なくとも
２０％少ない真菌毒、さらに好ましくは少なくとも３０％少ない真菌毒、さらに好ましく
は少なくとも４０％少ない真菌毒、さらに好ましくは少なくとも５０％少ない真菌毒、さ
らに好ましくは少なくとも６０％少ない真菌毒、さらに好ましくは少なくとも７０％少な
い真菌毒、及びさらに好ましくは少なくとも８０％少ない真菌毒汚染を有する。本発明の
式Ｉの化合物又はその一定の組合せによる植物繁殖材料の処理は好ましくは、他の殺真菌
剤による処理と比較して、真菌毒の２０～６０％、さらに好ましくは３０～６０％の低下
を与える。
【００６０】
　種子は、成分（ｉ）の少なくとも１つの活性成分と少なくとも１つの成分（ii）とを、
任意の所望の順序で又は同時に、そこに施用することにより処理される。
【００６１】
　種子処理は、蒔かれていない種子に行われ、用語「蒔かれていない種子」は、種子の収
穫から、植物の発芽又は成長のために地面に種子を蒔くまでの任意の期間の種子を含むこ
とを意味する。
【００６２】
　蒔かれていない種子の処理は、活性成分が土壌に適用される行為を含ないが、植える途
中で種子を標的とする適用行為は含むことを意味する。
【００６３】
　蒔かれた種子が本組合せで前処理されているようにするために、好ましくは種子を蒔く
前に処理が行われる。本発明の組合せの処理において、特に種子コーティング又は種子ペ
レット化が好ましい。処理の結果、各組合せ中の活性成分は種子に付着し、従って病原体
及び／又は害虫抑制に利用できる。
【００６４】
　処理された種子は、他の活性成分で処理された種子と同じ方法で、保存、取り扱い、種
まき、及び耕作することができる。
【００６５】
　本発明の各組合せは、作物に適している：穀類（小麦、大麦、ライ麦、オート麦、トウ
モロコシ、イネ、モロコシ、ライコムギ、及び関連作物）；ビート（テンサイ及び飼料ビ
ート）；マメ科植物（インゲンマメ、レンズマメ、エンドウマメ、ダイズ）；油脂植物（
ナタネ、カラシ、ヒマワリ）；ウリ科植物（マロー、キュウリ、メロン）；繊維植物（綿
花、亜麻、麻、ジュート）；野菜（ホウレンソウ、レタス、アスパラガス、キャベツ、ニ
ンジン、タマネギ、トマト、ジャガイモ、パプリカ）；ならびに観賞植物（花、低木、広
葉樹、及び常緑樹、例えば針葉樹）。特に好適なものは、小麦、大麦、ライ麦、オート麦
、イネ、モロコシ、ライコムギ、トウモロコシ、及びダイズである。
【００６６】
　適切な標的作物はまた、上記種類のトランスジェニック作物を含む。本発明で使用され
るトランスジェニック作物は、例えばバシラス・ツリンギエンシス（Baccilus thuringie
nsis）株から得られるように、特に節足動物門の毒素産生性無脊椎動物（特に、節足動物
（Arthropoda）門の）から公知のように；又は植物（例えばレクチン）から公知のように
；又は除草剤もしくは殺真菌剤耐性を発現できる代替物で、選択的に作用する毒素を合成
できるように、組換えＤＮＡ技術により形質転換された植物、又はその植物繁殖材料であ
る。かかる毒素、又はかかる毒素を合成できるトランスジェニック植物の例は、例えばＥ
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Ｐ－Ａ－０３７４７５３号、ＷＯ９３／０７２７８号、ＷＯ９５／３４６５６号、ＥＰ－
Ａ－０４２７５２９号、及びＥＰ－Ａ－４５１８７８号に開示されており、これらは参照
することにより本明細書に組み込まれる。
【００６７】
　本発明の各組合せは、穀類、例えば小麦、大麦、ライ麦、又はオート麦；トウモロコシ
；イネ；ダイズ；芝生；テンサイ；菜種；ジャガイモ；マメ類穀物、例えばエンドウマメ
、レンズマメ、又はヒヨコマメ；及びヒマワリの病原体を防除するのに特に適している。
【００６８】
　ある実施態様において、アゾキシストロビン、フルジオキソニル、及びヂフェノコナゾ
ールの組合せは、穀類作物、例えば小麦、大麦、ライ麦、オート麦、トウモロコシ、イネ
、モロコシ、及びライコムギに有用である。
【００６９】
　本発明の各組合せは、さび病；うどんこ病；斑点病；夏疫病；茎腐れ；カビ及び収穫後
疾患；特に穀類のプッキニア（Puccinia）；ダイズのファコプソラ（Phakopsora）；コー
ヒーのヘミレイア（Hemileia）；バラのフラグミジウム（Phragmidium）；ジャガイモ、
トマト、及びウリ科植物のアルテルナリア（Alternaria）；野菜、ヒマワリ、及び菜種の
スクレロチニア（Sclerotinia）；ブドウの黒斑病、レッドファイア病（red fire）、う
どんこ病、灰色カビ病、及びつる割病；果実のボトリチス・シネレア（Botrytis cinerea
）；果実のモニリニア（Monilinia）属の種、及び果実のペニシリウム（Penicillium）属
の種、に対して特に有効である。
【００７０】
　各組合せは、以下の植物疾患を抑制するのに特に有用である：果実や野菜のアルテルナ
リア（Alternaria）属の種；マメ類穀物のアスコキタ（Ascochyta）属の種；イチゴ、ト
マト、ヒマワリ、及びブドウのボトリチス・シネレア（Botrytis cinerea）（灰色カビ病
）；ピーナッツのセルコスポラ・アラキジコラ（Cercospora arachidicola）；穀類のコ
キリオボルス・サチブス（Cochliobolus sativus）；マメ類穀物のコレトトリクム（Coll
etotrichum）属の種；マメ類穀物のエリシフェ・シコラセアルム（Erysiphe cichoracear
um）及びウリ科植物のスフェロテカ・フリギネア（Sphaerotheca fuliginea）；穀類のエ
リシフェ・グラミニス（Erysiphe graminis）；穀類とトウモロコシのフサリウム・グラ
ミネアルム（Fusarium graminearum）；穀類のフサリウム・クルモルム（Fusarium culmo
rum）、エフ・アベナセウム（F. avenaceum）、エフ・セレアリス（F. cerealis）、エフ
・エキセチ（F. equiseti）、エフ・ラングセチエ（F. langsethiae）；エフ・ポエ（F. 
poae）、エフ・ソロトリキオイデス（F. sporotrichioides）、又はエフ・トリシンクツ
ム（F. tricinctum）；綿花、キビ、イネ、ダイズ、テンサイ、ジャガイモ、及び野菜の
フザリウム（Fusarium）属の種；トウモロコシのフサリウム・モニリホルメ（Fusarium m
oniliforme）；トウモロコシのフサリウム・プロリフェラツム（Fusarium proliferatum
）；トウモロコシのフサリウム・サブグルチナンス（Fusarium subglutinans）；トウモ
ロコシのフサリウム・オキシスポルム（Fusarium oxysporum）；穀類と芝生のゴイマノミ
セス・グラミニス（Gaumannomyces graminis）；イネのギベレラ・フジクロイ（Giberell
a fujikuroi）；トウモロコシのヘルミントスポリウム・メイディス（Helminthosporium 
maydis）；イネのゴマ葉枯病菌（Helminthosporium oryzae）；ジャガイモの銀痂病菌（H
elminthosporium solani）；コーヒーのさび病菌（Hemileia vastatrix）；小麦とライ麦
の赤かび病菌（Microdochium nivale）；エンドウマメのミコスフェレラ・ピノイデス（M
ycosphaerella pinoides）；ダイズのさび病菌（Phakopsora pachyrhizi）；穀類のプッ
キニア（Puccinia）属の種；バラのフラグミジウム・ムクロナツム（Phragmidium mucron
atum）；テンサイのフォーマ（Phoma）属の種；ジャガイモのフォーマ・エクシグア（Pho
ma exigua）；穀類、綿花、トウモロコシ、及びダイズのピチウム（Pythium）属の種；ヒ
マワリのプラスモパラ・ハルステディイ（Plasmopara halstedii）；大麦のピレノホラ・
グラミネア（Pyrenophora graminea）；イネのピリクラリア・オリゼ（Pyricularia oryz
ae）；綿花、ダイズ、穀類、トウモロコシ、ジャガイモ、イネ、及び芝生のリゾクトニア
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（Rhizoctonia）属の種；芝生のスクレロチニア・ホメオカルパ（Sclerotinia homeocarp
a）；穀類のセプトリア（Septoria）属の種；トウモロコシのスファセロテカ・レイリア
ナ（Sphacelotheca reilliana）；穀類のチレチア（Tiletia）属の種；大麦のティフラ・
インカルナータ（Typhula incarnata）；ブドウのウンシヌラ・ネカトール（Uncinula ne
cator）、ギナルディア・ビドウェリイ（Guignardia bidwellii）とフォモプシス・ビチ
コラ（Phomopsis viticola）；ライ麦のウロシスティス・オクルタ（Urocystis occulta
）；穀類とトウモロコシの黒穂菌（Ustilago）属の種；石果のモニリニア・フルクチコラ
（Monilinia fructicola）；果実のモニリニア・フルクチゲラ（Monilinia fructigela）
；石果のモニリニア・ラクサ（Monilinia laxa）；柑橘類のペニシリウム・ディジタツム
（Penicillium digitatum）；リンゴのペニシリウム・エキスパンスム（Penicillium exp
ansum）；柑橘類のペニシリウム・イタリクム（Penicillium itallicum）。
【００７１】
　各組合せ中の活性成分化合物の質量比は、例えば所望の相乗作用を与えるように選択さ
れる。一般に質量比は、具体的な活性成分は何か、及び組合せ中にどれだけの活性成分が
存在するかにより変動する。一般に２つの活性成分の質量比は１００：１～１：１００で
あり、例えば９９：１、９８：２、９７：３、９６：４、９５：５、９４：６、９３：７
、９２：８、９１：９、９０：１０、８９：１１、８８：１２、８７：１３、８６：１４
、８５：１５、８４：１６、８３：１７、８２：１８、８１：１９、８０：２０、７９：
２１、７８：２２、７７：２３、７６：２４、７５：２５、７４：２６、７３：２７、７
２：２８、７１：２９、７０：３０、６９：３１、６８：３２、６７：３３、６６：３４
、６５：４５、６４：４６、６３：４７、６２：４８、６１：４９、６０：４０、５９：
４１、５８：４２、５７：４３、５６：４４、５５：４５、５４：４６、５３：４７、５
２：４８、５１：４９、５０：５０、４９：５１、４８：５２、４７：５３、４６：５４
、４５：５５、４４：５６、４３：５７、４２：５８、４１：５９、４０：６０、３９：
６１、３８：６２、３７：６３、３６：６４、３５：６５、３４：６６、３３：６７、３
２：６８、３１：６９、３０：７０、２９：７１、２８：７２、２７：７３、２６：７４
、２５：７５、２４：７６、２３：７７、２２：７８、２１：７９、２０：８０、１９：
８１、１８：８２、１７：８３、１６：８４、１５：８５、１４：８６、１３：８７、１
２：８８、１１：８９、１０：９０、９：９１、８：９２、７：９３、６：９４、５：９
５、４：９６、３：９７、２：９８、１：９９を含む。本発明の２つの成分間の好適な質
量比は、７５：１～１：７５、さらに好ましくは５０：１～１．５０、特に２５：１～１
：２５、有利には１０：１～１：１０、例えば５：１～１：５である。
【００７２】
　組合せの適用率は、例えば使用法、作物の種類、組合せ中の具体的な活性成分、植物繁
殖材料（適宜）の種類により変動するが、組合せ中の活性成分が所望の増強作用（例えば
、疾患もしくは害虫抑制）を与えるのに有効な量であり、試行錯誤や当業者に公知の日常
的実験により決定することができる。
【００７３】
　一般に葉又は土壌の処理について、適用率は１ヘクタール当たり活性成分０．０５～３
kg（g/ha）で変動し得る。
　一般に種子の処理について、適用率は種子１００kg当たり活性成分０．５～１０００ｇ
で変動し得る。
【００７４】
　組合せが、活性成分（Ｉ）プロクロラズと（II）メトコナゾールからなる時、適用率は
種子１００kg当たり５～３０ｇの（Ｉ）及び種子１００kg当たり２～１０ｇの（II）であ
る。
【００７５】
　組合せが、活性成分（Ｉ）プロクロラズ、（II）メトコナゾール、及び（iii）メタラ
キシルからなる時、適用率は種子１００kg当たり５～３０ｇの（Ｉ）、種子１００kg当た
り２～１０ｇの（II）、及び種子１００kg当たり２～１０ｇの（III）である。
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【００７６】
　組合せが、活性成分（Ｉ）プロクロラズ、（II）メトコナゾール、及び（iii）メフェ
ノキサムからなる時、適用率は種子１００kg当たり５～３０ｇの（Ｉ）、種子１００kg当
たり２～１０ｇの（II）、及び種子１００kg当たり１～５ｇの（III）である。
【００７７】
　従って本発明の各組合せで処理される植物繁殖材料は、疾患及び／又は害虫による損傷
に対して耐性であることができ、従って本発明はまた、各組合せで処理される病原体及び
／又は害虫耐性の植物繁殖材料を提供し、従って少なくともその活性成分は、植物繁殖材
料（例えば種子）に付着している。
【００７８】
　種子処理組合せ及び組成物はまた、追加の活性成分を含むか又はこれと一緒に及び／又
は連続して適用される。これらの追加の有用な活性化合物は、肥料又は微量養素供与体（
例えばＭｏ、Ｚｎ、及び／又はＣｏ）、又は植物の成長に影響を与える他の調製物、例え
ば、接種剤（例えば、窒素固定細菌株）、植物誘導物質（例えば、ｎｏｄ因子、ＵＳ２０
０５１８７１０７を参照、これは参照することにより本明細書に組み込まれる）でもよい
。
【００７９】
　本発明の好適な実施態様において、ダイズ種子やトランスジェニックダイズ種子は本発
明の組合せで処理される。さらにダイズ種子は、植物成長を促進するために、窒素固定細
菌の適切な株を接種される。好ましくは種子は、種まきの前に、有効な細菌株（例えば、
リゾビウム（Rhizobium）属の種又はアゾスピリリウム（Azospirillium）属の種）を接種
される。かかる細菌の主要な作用は、大気中窒素を固定して植物が利用できる形にするこ
とである。例えばリゾビア（Rhizobia）細菌は、植物の根に根粒を形成し、これは植物に
保持され、そして上記したように植物に窒素を提供するために特に好適である。
【００８０】
　さらなる実施態様においてダイズ植物繁殖材料は、植物誘導物質［例えば、ブラジリゾ
ビウム・ジャポニカム（Bradyrhizobium japonicum）、シノリゾビウム・フレディイ（Si
norhizobium fredii）、シノリゾビウム・メリロチ（Sinorhizobium meliloti）、ブラジ
リゾビウム（Bradyrhizobium）属の種（ラッカセイ属）、又はリゾビウム・レグミノサル
ム（Rhizobium leguminosarum）次亜種ファセオリ（phaseoli）、ヴィセエ（viceae）、
又はトリフォリイ（trifolii）］で処理される。
【００８１】
　ある態様において本発明はまた、アジア型ダイズさび病の抑制のための、グリホセート
寛容性植物（特にグリホセート寛容性ダイズ植物）と本発明のクエン酸の組合せの使用を
企図する。すなわち本発明は、（α）組合せ（Ａ）をグリホセート寛容性植物繁殖材料（
好ましくはダイズ増殖物質）に適用し、（β）殺害虫組成物（Ｂ）を生じる植物、植物の
部分、及び／又はその生息地に、（ｉ）発芽前、（ii）発芽後、又は（iii）（ｉ）と（i
i）の両方に１回以上施用することを含んでなる方法を提供するが、ただし組合せ（Ａ）
は第１の態様で規定したものであり、殺害虫組成物（Ｂ）はグリホセートを含む。一般に
グリホセート含有組成物は、１回のみ適用される場合は９６０ｇae/haで、２回適用され
る場合は１２００～１６８０ｇae/haで適用される。適用率と回数は、特定の条件により
変動する。好ましくは組成物（Ｂ）は、それぞれ適用率９６０、７２０、及び４００ｇae
/haで３回適用される。ある実施態様において本発明は、ファコプソラ・パキリジ（Phako
psora pachyrhizi）及び／又はピー・メイボミエ（P. meibomiae）、特にファコプソラ・
パキリジ（Phakopsora pachyrhizi）を抑制、防止、又は処理する。
【００８２】
　本発明の各組合せはまた、アルカリ金属、アルカリ土類金属、金属、又はアンモニウム
塩を含んでよい。塩化亜鉛とアルカリ金属、アルカリ土類金属、又は鉱酸のアンモニウム
塩、特にナトリウム、カリウム、アンモニウム、マグネシウム、及びカルシウムの硝酸塩
、リン酸塩、硫酸塩、塩化物、及び炭酸塩が好適である。
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【００８３】
　本発明の各組合せは、植物及び／又は植物繁殖材料の栄養補給と健康を助ける微量栄養
素をさらに含んでよい。適切な微量栄養素には、特に限定されないが、塩素（Ｃｌ）、亜
鉛（ＺＮ）、ホウ素（Ｂ）、銅（Ｃｕ）、鉄（Ｆｅ）、マンガン（Ｍｎ）、又はモリブデ
ン（Ｍｏ）がある。微量栄養素はキレート型で供給してもよい。
【００８４】
　処理される具体的な植物繁殖材料、これが保存される条件、これが発芽し成長すると予
測される土壌と気候条件に依存して、本発明の組合せは、広範囲の１又は複数の添加物を
含んでよい。かかる添加物には、特に限定されないが、紫外線保護剤、顔料、染料、増量
剤（例えば小麦粉）、分散剤、賦形剤、凍結防止剤、保存剤、除草剤緩和剤、種子緩和剤
、種子調整剤、微量栄養素、肥料、生物抑制剤、界面活性剤、金属イオン封鎖剤、可塑剤
、着色剤、光沢剤、乳化剤、流動化剤（例えばステアリン酸カルシウム、タルク、及びバ
ーミキュライト）、融合助剤、消泡剤、保湿剤、増粘剤、ワックス、殺菌剤、殺虫剤、殺
害虫剤、及び充填剤［例えば、セルロース、ガラス繊維、粘土、カオリン、タルク、微粉
化樹皮（例えば、ダグラスファー樹皮、又はハンノキ樹皮）、炭酸カルシウム、及び木粉
］、及び臭調整剤がある。典型的な賦形剤には、微細化無機物質、例えば軽石、アタパル
ジャイト、ベントナイト、カオリンゼオライト、ダイアトマイト、及び他の粘土、改質珪
藻土吸着剤、炭、バーミキュライト、微細化有機物質、例えばピートモス、木粉などがあ
る。かかる添加剤は市販されており、当該分野で公知である。
【００８５】
　単一の殺害虫剤活性成分は、害虫抑制の２つ以上の領域で活性を有することがあり、例
えばある殺害虫剤が、殺真菌剤、殺虫剤、及び殺線虫剤活性を有することがある。特にア
ルジカルブは、殺虫剤、殺ダニ剤、及び殺線虫剤活性が、メタムは、殺虫剤、除草剤、殺
真菌剤、及び殺線虫剤活性があることが知られており、チアベンダゾールは、殺線虫剤と
殺真菌剤活性を与える。
【００８６】
　本発明の各組合せは、１又は複数の他の殺害虫剤（例えば、殺真菌剤、殺虫剤、及び殺
線虫剤）と混合される。
【００８７】
　他の殺害虫剤の例には、トリアゾール誘導体、ストロビン類、カルバメート（チオカル
バメートを含む）、ベンズイミダゾール類（チアベンダゾール、チオファンテ－メチル）
、Ｎ－トリハロメチルチオ化合物（カプタン）、置換ベンゼン類、カルボキサミド類、フ
ェニルアミド類、及びフェニルピロール類、及びこれらの混合物、ネオニコチノイド類、
生物学的発酵産物（例えば、アバメクチン、エマメクチン）、カルバメート類、及びピレ
スロイド類がある。
【００８８】
　殺真菌剤の具体例は、ベナラキシル、ベナラキシル－Ｍ、カプタン、フベリダゾール、
ビテルタノール、シプロコナゾール、ペンシクロン、アゾキシストロビン、ピラクロスト
ロビン、フルオキサストロビン、トリフロキシストロビン、以下の：
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【化１】

　式Ｘの化合物、以下の
【化２】

　式（Ａ）の化合物である。
【００８９】
　殺虫剤の具体例は、チアメトキサム、クロチアニジン、イミダクロプリド、アバメクチ
ン、ラムダ－シハロトリン、フィプロニル、テフルトリン、ベータ－シクロフルトリン、
チオジカルブ、クロルアントラニリプロール、フルベンダミド（３－ヨード－Ｎ’－（２
－メシル－１，１－ジメチルエチル）－Ｎ－｛４－［１，２，２，２－テトラフルオロ－
１－（トリフルオロメチル）エチル］－ｏ－トリル｝－フタラミド）である。
【００９０】
　アバメクチンとチオジカルブはまた、線虫を抑制するのに有用である。
【００９１】
　ある実施態様において、チアメトキサム、クロチアニジン、イミダクロプリド、アバメ
クチン、ラムダ－シハロトリン、テフルトリン、フィプロニル、ベータ－シクロフルトリ
ン、チオジカルブ、クロルアントラニリプロール、フルベンダミド（３－ヨード－Ｎ’－
（２－メシル－１，１－ジメチルエチル）－Ｎ－｛４－［１，２，２，２－テトラフルオ
ロ－１－（トリフルオロメチル）エチル］－ｏ－トリル｝－フタラミド）、アゾキシスト
ロビン、ピラクロストロビン、フルオキサストロビン、トリフロキシストロビン、フルジ
オキソニル、チラム、カルボキシン、ペンシウロンの１つ又はそれ以上が、
【００９２】
　・プロクロラズとメトコナゾール
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　・プロクロラズ、メトコナゾール、及びメタラキシル
　・プロクロラズ、メトコナゾール、及びメフェノキサム
　のそれぞれと組合わされる。
【００９３】
　ある実施態様において各組合せはまた、生物学的物質、例えばパステウリア（Pasterur
ia）属の種、シュードモナス（Pseudomonas）属の種、バシラス（Bacillus）属の種、コ
リネバクテリウム（Corynebacterium）属の種、アグロバクテリウム（Agrobacterium）属
の種、及びペニバシラス（Paenibacillus）属の種とともに使用される。非限定例として
細菌性生物学的抑制剤は、パステウリア（Pasteruria）属の種の内部寄生性細菌、例えば
パステウリア・ペネトランス（Pasteruria penetrans）、バシラス・フィルムス（Bacill
us dirmus）、シュードモナス・セパシア（Pseudomonas cepacia）、コリネバクテリウム
・パウロメタボラム（Corynebacterium paurometabolum）、ピー・トルネイ（P. thornei
）、ピー・ニシザウェ（P. nishizawae）、カンジダタス・パステウリア・ウスゲ（Candi
datus Pasteruria usgae）nov.、又はカンジダタス・パステウリア（Candidatus Pasteru
ria）ＨＧ株とともに使用してもよい。
【００９４】
　組合せの化合物（例えば、（Ｉ）、（II）、及び随時（III））及び他の任意の殺害虫
剤は、本発明において純粋な形、すなわち固体活性成分として、例えば特定の粒子サイズ
又は好ましくは製剤の形で、製剤技術で一般的な補助物質（補助剤としても知られている
）（例えば、増量剤、例えば溶媒もしくは固体担体、又は界面活性化合物（界面活性剤）
）の少なくとも１つとともに、製剤の形で使用される。一般に、化合物（Ｉ）、（II）、
及び（III）は、１又は複数の一般的な製剤補助物質との製剤組成物の形である。
【００９５】
　従って化合物（例えば、（Ｉ）、（II）、及び随時（III））の各組合せは、通常製剤
の形で使用される。化合物は、抑制が所望の場所に、同時に又は短い間隔（例えば、同日
）で連続して適用され、所望であればさらなる担体、界面活性剤、又は製剤技術で一般的
に使用される他の適用促進補助剤とともに、使用される。好適な実施態様において組合せ
は、同時に適用される。
【００９６】
　本発明において組合せの化合物（例えば、（Ｉ）、（II）、及び随時（III））が同時
に適用される場合、これらは、組合せを含む組成物として適用され、ここで（Ｉ）、（II
）、及び随時（III）のそれぞれは、別の製剤源から得られ、随時他の殺害虫剤と混合（
タンクミックス、即時適用、噴霧ブロス、又はスラリーとして知られている）されるか、
又は（Ｉ）、（II）、及び随時（III）は、単一の製剤混合物源（プレミックス、濃縮物
、調製生成物として知られている）として得られ、随時他の殺害虫剤と混合される。
【００９７】
　ある実施態様において本発明の各組合せは、組成物として適用される。すなわち本発明
は、活性成分として、（Ｉ）、（II）、及び随時（III）と、随時他の殺害虫剤、及び随
時１又は複数の通常の製剤補助物質を含む組成物を含み、これはタンクミックス又はプレ
ミックス組成物の形でもよい。
【００９８】
　ある実施態様において（Ｉ）、（II）、及び随時（III）の各組合せ（例えば、プロク
ロラズとメトコナゾール；プロクロラズ、メトコナゾール、及びメタラキシル、ならびに
プロクロラズ、メトコナゾール、及びメフェノキサム）は、プレミックス組成物（又は製
剤化生成物）の形で提供される。
【００９９】
　殺害虫活性について実際の相乗作用の代わりに、本発明の組合せはまた、広い意味で相
乗作用とも言える驚くほど有利な性質を有する。かかる有利な性質の例として以下が挙げ
られる：製剤化中及び／又は適用時（例えば粉砕、ふるいかけ、乳化、溶解、又は分散）
の有利な挙動；上昇した保存安定性；光に対する改善された安定性；より有利な崩壊性；
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改善された毒性挙動及び／又は生態毒性挙動、又は当業者に公知の他の利点。
【０１００】
　プレミックス組成物のための葉用製剤の例は以下である：
　ＧＲ：顆粒
　ＷＰ：湿潤性粉末
　ＷＧ：水分散性顆粒（粉末）
　ＳＧ：水溶性顆粒
　ＳＬ：可溶性濃縮物
　ＥＣ：乳化濃縮物
　ＥＷ：エマルジョン、水中油
　ＭＥ：マイクロエマルジョン
　ＳＣ：水性懸濁濃縮物
　ＣＳ：水性カプセル懸濁物
　ＯＤ：油ベースの懸濁濃縮物、及び
　ＳＥ：水性サスポエマルジョン。
【０１０１】
　一方、プレミックス組成物のための種子処理製剤の例は以下である：
　ＷＳ：種子処理スラリーの湿潤性粉末
　ＬＳ：種子処理用溶液
　ＥＳ：種子処理用エマルジョン
　ＦＳ：種子処理用の懸濁濃縮物
　ＷＧ：水分散性顆粒、及び
　ＣＳ：水性カプセル懸濁物。
【０１０２】
　タンクミックス組成物に適した製剤の例は、液剤、希薄エマルジョン、懸濁物、又はこ
れらの混合物、及び粉剤である。
【０１０３】
　製剤でよくあるように、適用方法（例えば、葉、注水、噴霧、霧化、散粉、分散、コー
ティング、又は注入）は、目的とその時の状況に従って選択される。
【０１０４】
　タンクミックス組成物は一般に、異なる殺害虫剤、及び随時さらなる補助物質を含む１
又は複数のプレミックス組成物を、溶媒（例えば水）で希釈することにより調製される。
【０１０５】
　適切な担体と補助剤は固体又は液体であり、製剤技術で通常使用される物質（例えば、
天然の又は再生無機物質、溶媒、分散剤、湿潤剤、粘着付与剤、結合剤、又は肥料）であ
る。
【０１０６】
　製剤は公知の方法で、例えば活性成分を、増量剤（例えば、溶媒、固体担体）、及び適
宜表面活性化合物（界面活性剤）を用いて、均一に混合及び／又は粉砕することにより調
製される。
【０１０７】
　適切な溶媒は、芳香族炭化水素、好ましくは８～１２個の炭素原子を含有する画分、例
えば、キシレン混合物又は置換ナフタレン、フタル酸塩、例えばフタル酸ジブチルもしく
はフタル酸ジオクチル、脂肪族炭化水素、例えばシクロヘキサンもしくはパラフィン、ア
ルコール及びグリコール、及びこれらのエーテルとエステル、例えばエタノール、エチレ
ングリコール、エチレングリコールモノメチルもしくはモノエチルエーテル、ケトン、例
えばシクロヘキサノン、強極性溶媒、例えばＮ－メチル－２－ピロリドン、ジメチルスル
ホキシドもしくはジメチルホルムアミド、ならびに植物油もしくはエポキシ化植物油、例
えばエポキシ化ココナツ油もしくはダイズ油、又は水である。
【０１０８】
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　例えば粉剤や分散性粉末に使用される固体担体は、一般的に天然のミネラル充填剤、例
えば方解石、タルク、カオリン、モンモリロナイト、又はアタパルジャイトである。物性
を改善するために、高度分散性の珪酸又は高度分散性の吸着ポリマーを加えてもよい。適
切な顆粒化吸着担体は多孔性タイプであり、例えば軽石、レンガグリット、海泡石もしく
はベントナイトであり、適切な非吸着性担体は例えば方解石又は砂である。さらに、無機
又は有機の多くの顆粒物質、特にドロマイト又は粉砕植物残渣を使用することができる。
【０１０９】
　適切な界面活性化合物は、製剤化される活性成分化合物の性質に依存して、良好な乳化
性、分散性、及び湿潤性を有する非イオン性、陽イオン性、及び／又は陰イオン性界面活
性剤である。用語「界面活性剤」はまた、界面活性剤の混合物を含むものとして理解され
る。
【０１１０】
　特に有利な適用促進補助剤はまた、セファリン及びレシチンシリーズの天然の又は合成
リン脂質であり、例えばホスファチジルエタノールアミン、ホスファチジルセリン、ホス
ファチジルグリセロール、及びリソレシチンである。
【０１１１】
　一般に葉適用又は土壌適用のためのタンクミックス製剤は、０．１～２０％、特に０．
１～１５％の活性成分化合物、及び９９．９～８０％、特に９９．９～８５％の固体もし
くは液体補助物質（例えば、水のような溶媒を含む）を含み、ここで補助物質は、タンク
ミックス製剤を基準にして０～２０％、特に０．１～１５％の量の界面活性剤でもよい。
【０１１２】
　典型的には、葉適用のためのプレミックス製剤は、０．１～９９．９％、特に１～９５
％の活性成分化合物、及び９９．９～０．１％、特に９９～５％の固体もしくは液体補助
物質（例えば、水のような溶媒を含む）を含み、ここで補助物質は、プレミックス製剤を
基準にして０～５０％、特に０．５～４０％の量の界面活性剤でもよい。
【０１１３】
　通常、種子処理適用のためのタンクミックス製剤は、０．２５～８０％、特に１～７５
％の活性成分化合物、及び９９．７５～２０％、特に９９～２５％の固体もしくは液体補
助物質（例えば、水のような溶媒を含む）を含み、ここで補助物質は、タンクミックス製
剤を基準にして０～４０％、特に０．５～３０％の量の界面活性剤でもよい。
【０１１４】
　典型的には、種子処理適用のためのプレミックス製剤は、０．５～９９．９％、特に１
～９５％の活性成分化合物、及び９９．５～０．１％、特に９９～５％の固体もしくは液
体補助物質（例えば、水のような溶媒を含む）を含み、ここで補助物質は、プレミックス
製剤を基準にして０～５０％、特に０．５～４０％の量の界面活性剤でもよい。
【０１１５】
　市販品は、好ましくは濃縮物［例えばプレミックス組成物（製剤）］として調製され、
最終ユーザーは通常希薄調製物（例えば、タンクミックス組成物）を使用するであろう。
【０１１６】
　好適な種子処理プレミックス製剤は、水性懸濁物濃縮物である。製剤は、通常の処理法
と機械、例えば、流動床法、ローラーミル法、ロタスタティック（rotostatic）種子処理
機、及びドラムコーター、を用いて種子に施用することができる。他の方法、例えば噴流
層も有用な場合がある。種子は、コーティング前にプレサイジングしてもよい。コーティ
ング後、種子は典型的には乾燥され、次にサイジングのためにサイジング機に移される。
かかる手順は当該分野で公知である。
【０１１７】
　一般に本発明のプレミックス組成物は、０．５～９９．９質量％、特に１～９５質量％
、有利には１～５０質量％の活性成分化合物、及び９９．５～０．１質量％、特に９９～
５質量％の固形補助剤又は液体補助剤（例えば、水のような溶媒を含む）を含み、ここで
補助物質（又は補助剤）は、プレミックス製剤の質量の０～５０質量％、特に０．５～４
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【０１１８】
　好適な実施態様は、植物繁殖材料処理（又は保護）組成物であって、ここで該植物繁殖
材料保護組成物はさらに着色剤を含む。植物繁殖材料保護組成物又は混合物はまた、処理
された植物繁殖材料への活性成分の付着を改善させる水溶性かつ水分散性のフィルム形成
性ポリマーに由来する少なくとも１つのポリマーを含み、このポリマーは通常少なくとも
１０，０００～約１００，０００の平均分子量を有する。
【０１１９】
　以下の例は本発明を例示する。
【０１２０】
調製例
【表１】

　活性成分は補助剤と完全に混合され、混合物は適切なミルで完全に粉砕されて、湿潤性
粉末を与え、これは水で希釈されて、所望の濃度の懸濁物を与える。
【０１２１】
【表２】

　活性成分は補助物質と完全に混合され、混合物は適切なミルで完全に粉砕されて、種子
処理に直接使用できる粉末を与える。
【０１２２】



(22) JP 2011-513271 A 2011.4.28

10

20

30

40

50

【表３】

　植物の保護に使用できる任意の必要な希釈率のエマルジョンは、この懸濁濃縮物から水
で希釈することにより得ることができる。
【０１２３】

【表４】

　活性成分を担体と混合し、混合物を適切なミルで粉砕することにより、即時使用粉剤が
得られる。かかる粉末はまた、種子の粉衣に使用することもできる。
【０１２４】

【表５】

　活性成分は補助剤と混合され、破砕され、混合物は水で湿潤化される。混合物を押出し
、次に空気流で乾燥させる。
【０１２５】
【表６】

　微細破砕活性成分はミキサー中で、ポリエチレングリコールで湿らせたカオリンに均一
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に適用される。こうして無塵被覆顆粒が得られる。
【０１２６】
【表７】

　微粉砕活性成分は添加剤と密接に混合されて懸濁濃縮物を与え、ここから水で希釈する
ことにより任意の所望の希釈率の懸濁物が得られる。かかる希釈物を使用することにより
、生きた植物ならびに植物繁殖材料は、噴霧、注入、又は浸漬により処理し、微生物によ
る侵入から保護することができる。
【０１２７】
【表８】

　微粉砕活性成分は補助物質と充分に混合されて懸濁濃縮物を与え、ここから水で希釈す
ることにより、任意の好ましい希釈率の懸濁物が得られる。かかる希釈物を使用すること
により、生きた植物ならびに植物繁殖材料は、噴霧、注入、又は浸漬により処理し、微生
物による侵入から保護することができる。
【０１２８】
除放性カプセル懸濁物
　２８部の組合せ、又はこれらの化合物（Ｉ）、（II）、及び（III）のそれぞれを、２
部の芳香族溶媒及び７部のジイソシアン酸トルエン／ポリメチレン－ポリフェニルイソシ
アネート混合物（８：１）と混合する。この混合物を１．２部のポリビニルアルコール、
０．０５部の消泡剤、及び５１．６部の水の混合物中で、所望の粒子サイズが達成される
まで乳化する。このエマルジョンに、５．３部の水中の２．８部の１，６－ジアミノヘキ
サンを加える。重合反応が完了するまで、混合物を攪拌する。得られたカプセル懸濁物を
、０．２５部の増粘剤と３部の分散剤とを加えて安定化する。カプセル懸濁物製剤は、２
８％の活性成分を含有する。平均カプセル直径は８～１５ミクロンである。得られる製剤
を、この目的に適した装置中の水性懸濁物として、種子に施用する。
【０１２９】
　かかる製剤（そのまま又は希釈して）を使用することにより、植物繁殖材料を、例えば
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ことができる。
【０１３０】
　本発明の活性成分組合せは、植物により特に充分に許容され、環境にやさしい点で、優
れている。
　ある実施態様において本発明の組合せはまた、保存産物（例えば穀粒）を病原体及び／
又は害虫に対して保護するために処理するのに使用することができる。
【０１３１】
　本発明の各活性成分は、植物繁殖材料の処理に特に有利である。
　好適な実施態様において本発明の各組合せは、植物繁殖材料、好ましくは種子を処理す
る組成物である。
【０１３２】
　本発明の各態様及び実施態様において、「基本的になる」及びその変化語形は、「含ん
でなる」及びその変化語形の好適な実施態様であり、「からなる」及びその変化語形は「
基本的にからなる」及びその変化語形の好適な実施態様である。
　用語の単数形での使用は、複数形も包含することを企図し、その逆も真である。
【０１３３】
　第１の態様で規定される化合物（Ｉ）、（II）、及び（III）は、農業で使用される活
性成分（殺害虫剤としても知られている）である。これらの構造ならびに他の殺害虫剤（
例えば、殺真菌剤、殺虫剤、殺線虫剤）の構造の説明は、e-Pesticide Manual, バージョ
ン3.1、第13版、CDC Tomlin 編、Britich Crop Potection Council, 2004-5に記載されて
いる。
【０１３４】
　式Ｉの化合物は、ＷＯ０３／０１０１４９号及びＷＯ０５／５８８３９号に記載されて
いる。
【０１３５】
　式Ａの化合物及び、公知の市販の化合物から出発するその製造法は、ＷＯ０３／０７４
４９１号、ＷＯ２００６／０１５８６５号、及びＷＯ２００６／０１５８６６号に記載さ
れている。
【０１３６】
　以下の例は例示のためであり、決して本発明を限定するものではない。
【実施例】
【０１３７】
　活性成分組合せの作用が個々の成分の作用の合計より大きい時は、予想外の作用が存在
する。
【０１３８】
　ある活性成分組合せについて予測される作用Ｅは、いわゆるＣＯＬＢＹ式に従い、以下
のように算出される（COLBY, S.R. "Calculating synergistic and antagonistic respon
ses of herbicide combination", Weeds, Vol. 15, pages 20-22; 1967）：
　ppm＝噴霧混合物１リットル当たりの活性成分（＝a.i.）のミリグラム数
　Ｘ＝活性成分のppmを使用した活性成分Ａ）による作用％
　Ｙ＝活性成分のppmを使用した活性成分Ｂ）による作用％
【０１３９】
　ＣＯＬＢＹに従って、活性成分のｐ＋ｑ ppmを使用する活性成分Ａ）＋Ｂ）の予測（付
加）作用は、
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　である。
　実際に観察される作用（Ｏ）が予測作用（Ｅ）より大きい場合、組合せの作用は超付加
的であり、すなわち相乗作用がある。
【０１４０】
　以下の真菌の真菌増殖の阻害は、真菌増殖アッセイにより行われる（後述）。
【０１４１】
生物学的例Ｂ１：プロクロラズとメトコナゾール
　フサリウム・グラミネアルム（Fusarium graminearum）（トウモロコシの黒穂病）：低
温保存していた真菌の分生子を、栄養ブロス（ＰＤＢジャガイモブドウ糖ブロス）中に直
接混合する。試験化合物の（ＤＭＳＯ）溶液をマイクロタイタープレート（９６ウェルフ
ォーマット）に入れた後、真菌胞子を含む栄養ブロスを加える。試験プレートを２４℃で
インキュベートし、４８時間後、増殖の阻害を光学的に測定する。
【０１４２】
　組合せ中の殺真菌剤相互作用はＣＯＬＢＹ法に従って計算され、ここでＡはプロクロラ
ズでありＢはメトコナゾールである。ＡとＢ単独の結果を以下の表に示し、ある比率範囲
の組合せの結果を表１に示す。
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【表９】

【０１４３】
生物学的例Ｂ２：プロクロラズ、メトコナゾール、及びメタラキシル
　フサリウム・グラミネアルム（Fusarium graminearum）（トウモロコシの黒穂病）：低
温保存していた真菌の分生子を、栄養ブロス（ＰＤＢジャガイモブドウ糖ブロス）中に直
接混合する。試験化合物の（ＤＭＳＯ）溶液をマイクロタイタープレート（９６ウェルフ
ォーマット）に入れた後、真菌胞子を含む栄養ブロスを加える。試験プレートを２４℃で
インキュベートし、４８時間後、増殖の阻害を光学的に測定する。
【０１４４】
　組合せ中の殺真菌剤相互作用はＣＯＬＢＹ法に従って計算され、ここでＣはメトコナゾ
ールであり、Ｄはプロクロラズとメタラキシルの１：１の混合物である。ＣとＤ単独の結
果を以下の表に示し、ある比率範囲の組合せの結果を表２に示す。
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